
 
南会津   
袖沢ミチギノ沢下降～  

「御神楽沢」10月11-13日 
    Ｌ菊地・白土・神戸・志満（記） 
 
10月11日（土） 

前夜の満天の星空に裏切られ今にも雨が降り

出しそうなどんよりとした曇り空「とほほ・・

天気予報どおりか」車を会津駒ケ岳登山道入

口に止め路線バスで小豆温泉へと向かう。窓

明山登山口の駐車場では沢屋らしきパーティ

ーが身支度をしていた同じルートであろうか。

バス停のすぐ脇にある登山道を歩き始める。

さほどたいした斜面ではないけれど久々の登

山道での登りはダル～雨は降ったり止んだり

とだがこの時期の雨は身にしみる。 

保太橋ＪＴを通過し、スタートしてから３時

間で三岩避難小屋に到着。 

ここで沢支度をして小屋横の分岐点を窓明山

方面へ間もなく最初のコルに着く。ここから

ミチギノ沢へ降りる予定だったけれどかなり

の密ヤブで突入する気にもならず、次のピー

クを越えたコルからにしようと歩を進めた。

辿りついたコルは湿原が広がっていて草紅葉

が美しいその中を突きって下降開始！と気合

を入れるけれど思ったほどのヤブではなく１

０分くらいで沢型に出る事ができた。 

 

＜ミチギノ沢に向かって突撃！＞ 

 

ミチギノ沢は雨のせいか水は濁っていてあま

り綺麗な沢とは言えないけれど沢を囲んでい

る原生林は赤や黄と色化粧をし靄がぼかし効

果をあげて幻想的な風景だ「素晴らしい！」

その先とくに困難もなく順調に下降していっ

たけれど1130mの二俣過ぎた辺りからゴルジ

ュとなり、高捲きや懸垂でかなりの時間がか

かってしまう。時はすでに１６時を回ってい

てあと１時間もすれば辺りは暗くなって下降

が困難になる。しかしこのゴルジュを抜けな

いと今夜の酒宿（酒！？）がない。焦るけど

慎重さを失わないよう気を引き締めていく。

特に大きな滝はないけれどほとんどが大釜の

オプション付きで後半の小滝連瀑帯は補助ロ

ープやザイルを出しての懸垂下降や残置ロー

プを伝って沢床に降り立ったりと大忙し。最

後の 3m滝は懸垂で降りた所が細かいスタン

スでそのままトラバースして抜けなくてはな

らない。失敗すると釜にドボン！こんな時間

に濡れたくはない緊張しながら微妙なへつり

で抜けていく。みんな無事に生還！これでゴ

ルジュが終わり渓相はいっきに穏やかになる。

御神楽沢の出合はもうすぐだ。記録では出合

に良いテン場があるようだがすでに暗くなっ

ていて今は足元が見られる程度。時間がな

い！早々にテン場を探し始めると左岸に広く

て平らになっている快適な場所を見つける事

が出来た。ラッキー☆ 

時は17時30分でヘッドランプをつけての巻

き集めとなった。今夜はちらし寿司に途中で

収穫したキノコの味噌汁。現地調達の食事が

やっぱり旨いね！焚き火は勢いよく燃えてい

たけれど冷え切った身体はなかなか暖まらず

時折吹く冷たい風が寒さを増していた。寝不

足と疲れで今宵は皆早くに眠りに就く。 

明日は晴れますように☆ 



 

＜  ↑ ｾﾝﾎﾞﾝｲﾁﾒｶﾞｻ  

他にﾅﾗﾀｹ.ﾌﾞﾅﾊﾘﾀｹを収穫＞ 

 

10月12日（日） 

神戸さん食当の韓国モチ「トック」と野菜が

たっぷり入った豪勢な豚汁を頂いてスタミナ

ばっちり！今日はこの山行のメインとなる日

だ天気も良い☆身支度をしていると4人パー

ティーがやってきた。小豆温泉で見かけた人

達だもうすでに疲れた様子でここまで１時間

半も歩いてきたらしい。テン場から80mくら

い歩いた所で御神楽沢と出合う。ここまで尾

根歩きに沢下降と行動時間 11時間もかけて

やっと辿りつく事が出来たそれだけに奥深い

沢であり原生林がとても美しく輝いている。

御神楽沢に入るといきなり通過困難で右岸を

高巻く。水量の多さにやや圧倒されながら

次々に現われる大釜や小滝を越え、2段 15m

を左岸から抜けると突如目の前に現われた大

岩。大きな一枚岩がまっ二つに割れておりそ

の岩の間を水が豪快に流れている。そうこれ

が御神楽沢名物の岩畳だ。自然は長い年月を

かけて芸術品を創り出していく原生林に囲ま

れたこのオブジェは自然だけが創る事が出来

る美しさである。しばらく感慨に浸る。 

こ

こからは岩盤が発達した渓相を楽しみながら

遡行していく。2段20mは右岸を巻きその先

の2段25m、１段目は左岸を簡単に登り２段

目は出だしの悪い側壁を残置ｼｭﾘﾝｹﾞに助けら

れながら登っていく。アプローチが悪い沢だ

というのにかなりの人が入っている様子でど

の巻きもしっかりとした踏み跡やお助けロー

プがかけてありこの沢の人気が伺える。しば

らく歩くと両岸が開け大岩のゴーロ帯になる。

大岩を乗越すのはカッタルイけれどこの辺り

は開放的で明るく遡行していて気持ちが良い。

魚影もよく見かる。大ナメ30m下部は左岸を

軽快に、中間部からは右岸ここはザイルを出

す。引き続きゴーロが連続しインゼルを超え

た所でゴルジュ状となり連瀑帯が現われる。

水流沿いには行けそうもないので左岸ルンゼ

から巻きに入る。しかし低い位置でﾄﾗﾊﾞｰｽす

るにも厳しくどんどん高みに追い上げられて

いった。ふと振り返ると紅葉の山並みが一望

できて「うわぁ～綺麗だ」なんて眺めている

間に皆に置いていかれてしまった。最後は濃

い笹薮の中をトラバースし沢床へ降り立った。

ここで４０分の時間を要し連瀑帯を一気に巻

いた事になる。 



10m

直瀑は細い淵になっていて近寄る事も出来ず

左岸の階段状になっている所から巻いていく。 

そ

ろそろテン場を探がさなくては・・ムジナク

ボ沢出合50mほど手前の右岸に2箇所、平ら

で広く快適な場所があったけれど薪が乏しく

断念。結局ムジナクボ沢を越えた左岸に整地

すれば何とかテントを張れるスペースを見つ

け、石をどかして草を敷きつめて今夜の宿が

完成！この場所は薪が豊富で早々に焚き火大

宴会の準備が整った。今夜の夕飯は菊地さん

食当でローリエ、シナモン、唐辛子などの香

辛料と野菜がゴロゴロと入っている贅沢カレ

ー。野食はカレーが基本で自然の中で食べる

カレーはひときわ旨い！今夜の焚き火は今シ

ーズン最後の焚き火になるであろう。名残惜

しく日付が変わるまで焚き火を楽しんでいた。 

 

13日（月） 

冷え込んだ朝を迎えた。外にあったザックに

霜が降りていて沢シーズンの終わりを告げて

いるよう。白土さんの「野菜たっぷりの煮込

みラーメン（永谷園←お勧め）を頂いて今日

もスタミナばっちり♪今回の山行は食事が豪

勢で何よりも嬉しいね☆ 

 

ムジナクボ沢を分けてからは水量が減って穏

やかな渓相となり源頭部の雰囲気が漂う。 

 

＜Newフェース 神戸さんよろしく！＞ 

 

その先は小滝の連続でそのほとんどが直登出

来るから楽しい。３段20mイナズマ型の滝が

現われる（これってイナズマ型？）ここは右

のカンテから、続く２段５ｍは右岸を登り大

岩を回り込んで沢床へ。1750mの二俣を過ぎ

たその先は右から左からと細かく沢が入って

くるけどここはしっかりと地形図で現在地を

確認しながら本流をつめていく。1970m１：１

で駒ケ岳と中門岳のコルへ突き上げる沢との

分岐、ここからつめた方が早いのかも知れな

いけれど私達は頂上直下に拘り本流である左

俣に進む（後で聞いた話だがこのコルへ突き

上げたパーティー曰くかなりの蜜藪で厳しく

時間がかかったとの事）本流はわりと楽なツ

メだったけれど最後は背丈以上の笹薮をかき

分けること 15分会津駒ケ岳頂上近くの草原

に突き上げ、歓声が上がった。その脇で木道

を歩くハイカーが笹薮から飛び出てきた私達



を物珍しそうな目で見ていた。 

『沢登りはめちゃ楽しいよ♪やってみない

かい？』 

 

＜お疲れ様でした楽しかったね♪＞ 

 

11日： 小豆温泉 7：00～保太橋ＪＴ8：35

～避難小屋10：05（10：45発）～1725mコル

11：10～ミチギノ沢下降～ゴルジュ15：40～

テン場17：35 

 

12日： テン場8：30 ～御神楽沢出合8：

45～岩畳 10：25～大ナメ 30m 13：40～10m

直瀑15：45～ムジナ窪沢出合16：00～テン場

16：30 

 

13日： テン場8：55～ 1750m二俣10：10

～稜線12：13～会津駒ケ岳12：20～小屋12：

35（13：10発）～下山14：55 

 

【温泉】木賊温泉 共同浴場￥300 

かけ流し お勧め。 


